
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
一
月
の
公
園
整
備
は
四
日
（
日
）
で
、

花
苗
植
栽
、
球
根
植
え
付
け
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

十
一
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
七
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
五
日
（
日
）
で
す
。 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
五

名
の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
会
員
に
限
ら
ず

ど
な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

台風通過後に残った一輪！ 

十
月
十
四
日
（
日
）
雨
模
様
で
し
た
が
、

会
員
十
二
名
、
子
供
会
親
子
六
名
の
参
加
に

よ
り
、
定
期
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
台
風
そ

の
他
の
原
因
に
よ
り
、
例
年
に
な
く
公
園
一

面
に
積
も
っ
た
落
ち
葉
の
収
集
、
苗
の
植
付

け
を
控
え
た
花
壇
の
土
作
り
な
ど
を
行
い
、

落
ち
葉
は
昨
夜
か
ら
降
り
続
け
た
雨
水
を

含
み
重
量
が
か
さ
み
大
変
な
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
子
供
達
も
熊
手
を
使
っ
て
の
作

業
に
次
第
に
慣
れ
、
飽
き
る
こ
と
な
く
大
量

の
落
ち
葉
を
収
集
し
て
く
れ
ま
し
た
。
円
形

花
壇
に
は
新
し
い
土
や
腐
葉
土
、
肥
料
が
入

り
、
来
月
の
植
栽
準
備
が
で
き
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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『
ぶ
ど
う
（
葡
萄
）
』 

こ
こ
数
年
、
ぶ
ど
う
狩
り
は
市
内
で
済

ま
せ
て
い
る
。
福
田
ヶ
谷
の
Ｏ
さ
ん
の
ぶ

ど
う
園
で
す
。
こ
の
周
辺
で
も
ぶ
ど
う
を

作
る
農
家
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
。
も
う

三
十
年
も
栽
培
歴
が
あ
る
と
の
こ
と
で
ピ

オ
ー
ネ
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、
巨
峰
な
ど
客
の

好
み
に
合
う
よ
う
に
品
種
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
市
内
で
ぶ
ど
う
狩
り
が
で
き
る
の

は
あ
り
が
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
食
用

と
し
て
生
産
さ
れ
る
ぶ
ど
う
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
北
米
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
す
。

日
本
に
も
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
（
山
葡
萄
）、
エ
ビ

ヅ
ル
（
葡
萄
蔓
）
の
二
種
が
自
生
し
て
い

ま
す
。
エ
ビ
ヅ
ル
は
、
蝦
蔓
と
も
書
き
ま

す
が
本
来
の
意
味
は
、
葉
の
色
が
葡
萄
色

（
え
び
い
ろ
）
と
い
う
意
味
で
す
。
動
物

の
エ
ビ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
原
や
空
き

地
に
は
、
ノ
ブ
ド
ウ
（
野
葡
萄
）
が
身
近

か
。
実
は
美
し
い
青
色
で
す
が
、
ぶ
ど
う

の
仲
間
で
は
な
く
、
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

今日の枯葉は重いね！ 

土に栄養を加え準備万端！ 

（入笠山） 

コリウスは、金襴紫蘇 
（キンランジソ）ともいう 

落ち葉の多さにびっくり！ 

葉がえび色になる 
エビヅル（図鑑より） 


